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発表演題名 福井県における日常食中の汚染物質摂取量調査 

発表学会名 平成 24年度地研全国協議会 東海・北陸支部衛生化学部会 
発表者名 中村雅子 

開催場所 名古屋市 国際デザインセンター 

発表日時 平成 25 年 2 月 7 日（金） 

発表内容 福井県において行った「日常食を通じて摂取される汚染物の摂取量調

査」について、H22 年度と H23 年度の調査結果を報告した。 

福井県民が日常摂取している食材約 200 点を県内の食料品店から購入

した。それぞれの食品を必要に応じて通常調理した後、13 群の食品群に

分け均一に混合して試料とした。また、福井市の上水道水をⅩⅣ群とした。

分析項目は金属 7 項目（鉛、ヒ素、カドミウム、水銀、銅、マンガン、亜鉛）、

PCB、有機塩素系農薬 5 項目（HCH 類、DDT 類、ディルドリン、HCE、

HCB）、有機リン系農薬 3項目（マラチオン、ダイアジノン、MEP）、その他の

農薬 116 項目とした。 

①鉛は一日摂取量が11.89μg･21.99μg（H22年度・H23年度の順に記

載、以下同様）であった。②ヒ素はⅧ群（野菜・海草）とⅩ群（魚介）に主に

検出され、一日摂取量は 510.6μg・477.9μg であった。 ③カドミウムはⅠ

群（米）に比較的高く検出され、一日摂取量は 26.50μg･21.10μg であっ

た。 ④水銀はⅩ群（魚介）に主に検出され、一日摂取量は 8.45μg･8.18

μg であった。 ⑤銅、マンガン、亜鉛は多くの群に検出された。⑥PCB は

H23 年度にⅩ群（魚介）でのみ検出され、一日摂取量は 0.551μg であっ

た。⑦有機塩素系農薬および有機リン系農薬：検出されなかった。⑧その

他の農薬はイマザリルがⅥ群（果実）で、また、オキサミルがⅦ群（有色野

菜）で検出された。 

PCB、有機塩素系農薬および有機リン系農薬は許容量の１％未満であ

った。金属類は約１０％～５０％であった。概ね全国平均と比較して同等で

あったが、ヒ素は約２倍であった。ヒ素の許容量は無機ヒ素として設定され

ているので、今後無機ヒ素の測定が課題となる。 

 

 
 


